
第２７回 和歌山県消防操法大会 

紀の川市消防団貴志川方面隊 小型ポンプ操法の部 優勝 

 

 

平成３０年８月４日（土）、和歌山県消防学校にて、第２７回和歌山県消防操

法大会が開催されました。 

 南消防署職員が指導担当した貴志川方面隊は、小型ポンプ操法の部へ出場し

ました。 

 小型ポンプ操法は、１チーム４人から構成され、６５㎜ホースを３本延長し、

約６０ｍ先の目標（火点）を放水にて落とすまでのタイムを競います。 

 また、各隊員の行動についても審査が行われ、タイムだけではなく規律、節

度等も審査項目にあるため、細かい動作および技術を身に付けるため約６ヵ月

間、反復訓練を繰り返し行いました。 

同年２月上旬から週に２回の訓練が開始され、当初は、規律訓練を始め、ホ

ース延長要領等の基礎訓練を中心に行い、適正番員の選考を行いました。 

 番員が決まり訓練を行っていくうちに、日に日にタイムも伸び、チームの結

束も強くなり、大会前には優勝を狙えるタイムまで成長し、ベストな状態で大

会を迎えることができました。 

大会当日、小型ポンプ操法は１４市町１５チームが参加と、チーム数が多く

プレッシャーがかかる中での競技でしたが、練習の成果が発揮され見事優勝に

輝きました。 

長期間訓練をサポートして下さった、消防団員、市役所職員そして代表して

出場された選手の方々は本当にお疲れ様でした。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


